
椿台春秋 間もなくお盆 

８月に入った。梅雨ももうすぐ開けるはずである。椿台ではセミの声が響いている。短い

夏を慈しむかのような鳴き声はなぜか切なささえ感じられる▼もう暑い夏が当たり前のよ

うに受け止められるようになった。じりじりと照りつける太陽の下でのプレーは「修行」と

も感じられるが、これもまたゴルフである。プレーヤーの皆さまには十分な水分補給をして、

熱中症にならないように自己管理しながらラウンドしてほしい。万が一、気分が悪くなるよ

うなことがあれば、すぐにゴルフ場スタッフに声をかけていただきたいと思います。できる

限りのお世話をさせてもらいます▼間もなくお盆。先祖を供養し、家族が語り合う時でもあ

る。この時期に思い出されるのが映画「男はつらいよ」シリーズである。お盆と年末年始に

封切られ、季節の風物詩にもなっていた。ご存知渥美清さんが演じる車寅次郎が旅先から帰

り、故郷柴又で様々な出来事を起こし、失恋し、再び旅立つ物語である▼柴又では、そんな

寅さんにあきれながらもいつも心温かく迎え入れてくれる家族がいる。地方出身者がこの映

画をみて里心がつき、すぐに故郷に帰ったという話もある▼お盆期間中の椿台は、久しぶり

に顔を合わせた友人同士や父子、おじいさんと孫といった組み合わせがちょくちょくみられ

る。思い出話に花を咲かせたり、これからのことについて話したりしながらラウンドしてい

るのであろう。そんな光景を目にすると、ふと遠く離れた地で働いている子供のことなどに

思いを巡らしてしまう▼ワンラウンドに要する時間は食事休憩も含めて約６時間。思い出を

取り戻すには十分な時間である。仲間とそして家族と「あの日、あの時」に帰ってプレーを

楽しむのもゴルフのだいご味の一つではないだろうか。（２０２６・０８．０２） 


